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■参考資料「買い物とインターネットに関する調査」 
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<グラフ1>商品やサービスを購入、利用する際の情報収集について

(n=891)
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企業・店舗・施設等のＳＮＳ公式アカウント

キュレーションメディア/まとめサイト

折り込みチラシ

インターネット広告/メールマガジン

インターネットの掲示板、ＱＡコミュニティ

個人のSNS（Facebook, Twitter, Instagram）

書籍

ブログ・個人のホームページ

新聞

店頭の店員の説明

店頭の商品説明、商品パッケージ説明

雑誌

ECサイトの口コミレビュー

商品・サービスに関する情報サイト

メーカーや店舗の公式ホームページ

商品比較サイト

テレビ

＜グラフ２＞商品やサービスなどを購入、利用する際に参考にする、

あるいは影響をうける情報源（n=891）

約９割がインターネットで
購入前に情報収集を行う 

商品比較サイトや、 
メーカー、店舗の公式ホー
ムページが TVと同様に、
購買に影響を与えている 

キュレーション・まとめメディアを
参考にする割合は、約 1割 
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人気の商品を知りたい・購入したい

口コミがよい商品を知りたい・購入したい

買い物を効率化したい

機能や性能など商品の詳細を理解してか…

安い商品を購入したい

機能や性能がよいものを購入したい

自分にあった商品を購入したい

買い物で失敗したくない

＜グラフ３＞ （購入前に情報収集をすると回答した人）

購入前に、購入する商品に関して情報収集をする理由（n=840）
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＜グラフ４＞（購入前にインターネットで情報収集をすると回答した人）

インターネットの情報が参考にならなかった、役に立たなかった経験

(n=810）

キュレーション・まと
めメディアを参考にす
る割合は、約 1割 

賢い買い物
をしたい人
が多い傾向 
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自分に必要な情報かわからない

情報が少ない

情報がわかりにくい

情報が多い

情報が具体的ではない

情報の正当性がわからない

情報が信頼できない

＜グラフ５＞

（インターネットの情報が参考にならなかった経験を持つと回答した人）

インターネットの情報が参考にならなかった、役に立たなかった理由（n=667）

参考にならない理由は 
情報の信頼性、正当性が不明
である事と、情報量の多さ。 

＜グラフ６＞商品購入前のインターネットを使った情報収集に関して 

12%

40%

33%

15%
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か判断できない
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自分にあっている商品/

サービスがわからない
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33%37%

16%

探している情報が見つから

ない(N=840)

商品の良し悪し、自分に合っている商品がわからないなど、 
ネット上で探している情報が見つからない人が多いと考えられる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査概要＞ 

・年齢：20-50代 

・居住地：一都三県（東京、神奈川、埼玉，千葉） 

・人数：1000人 

・調査期間：2017年6月28日ー7月2日 

 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先： 

株式会社オールアバウト 広報担当：柏原・大貫 

TEL：03-6362-1309  FAX：03-6682-4229 

E-mail： pr@staff.allabout.co.jp 

pr@staff.allabout.co.jp 
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商品やサービスに詳しい著名人のオススメ

あてはまるもはない

商品やサービスに詳しいメディア(TV,Web,雑誌）のオススメ

商品やサービスに詳しい店員のオススメ

企業が発信する情報

商品やサービスに詳しい専門家のオススメ

一般消費者の口コミ（使用経験や商品レビューなど）

＜グラフ７＞あなたが商品やサービスを購入、または利用する際に、

参考にしたい情報（n=891）


